
J
～

ナ
　
1
暮
T
ヽ
一

I>

･

･

　

ナ

[

.

㊨
者
案
第
四
十
五
号

専

　

決

　

処

　

分

　

に

　

つ

　

S

　

て

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
翁
1
項
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
と
お

里
専
決
処
分
を
し
た
の
モ
'
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
ょ
り
'
こ
れ
を
本
議
会
に
報
告
し
て
幾
鑑
を
求
め

る
｡

昭
和
五
十
孟
年
四
月
二
十
四
日

≡
.
朝
　
町
　
長

松

　

　

村

　

　

喬

　

　

　

成

協
和
五
捨
五
年
四
月
廿
E
)
各
席
奪
可
決

三
朝
町
議
会
議
長
牧
田
禎



尊

顔

第

　

一

　

号

′

～専

　

決

　

処

　

分

　

者

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
集
束
l
項
の
規
定
に
よ
り
､
三
朝
町
税

条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
尊
決
す
る
｡

/

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

　

朝

　

町

　

長

松

　

　

　

村

　

　

　

喬

‥

一

1

･

.

･

I

4

1

･
J
･
-
-
.
･
l

一

18

i
∫



:

･

王

　

t

.

.

I

.

一
丁
一
,

】

三
朝
町
条
例
第
　
十
七
号

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
射
十
八
号
)
　
の
l
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

親
二
十
拘
束
弟
二
項
中
｢
十
六
万
円
｣
を
｢
十
七
万
六
千
円
｣
に
改
め
る
｡

･
革
三
十
一
条
第
一
項
中
｢
七
百
円
｣
争
｢
千
円
｣
に
改
め
る
｡

第
三
十
四
条
の
三
第
一
塊
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

三

　

十

　

万

　

円

以

下

の

金

禎

百

　

分

　

の

三

　

十

　

万

　

円

を

超

え

る

金

歯

四
　
十
　
五
　
万
　
円
を
超
え
る
金
額

七

　

十

　

万

.

円

を

越

え

る

金

額

百

　

分

　

の

百

　

分

　

の

百

　

分

　

の

百

　

　

万

　

　

　

円

を

遭

え

る

金

額

首

　

分

　

の

百
　
三
　
十
　
万
　
円
を
超
え
る
金
額

二

百

三

十

万

円

を

超

え

る

金

線



芸書芸i芸書芸は
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四

2

三

百

七

十

万

円

を

超

え

や

金

額

五

百

七

十

万

円

を

九

百

五

十

万

円

を

超

え

る

令

観

超

え

る

金

額

千
　
九
　
首
　
万
　
円
を

四

千

九

首

万

円

を

超

え

る

金

額

超

え

る

金

額

超

え

る

金

続

の

　

十

一

の

　

十

　

三

首

　

分

　

の

　

十

轟
三
十
四
条
の
七
中
｢
第
三
十
四
条
の
三
か
ら
第
三
十
凶
条
の
五
ま
で
｣
を
｢
第
三
十
四
条
の
三
及
び
第

三
十
画
条
の
四
｣
に
改
め
る
｡

第
五
十
三
条
の
二
中
　
｢
､
第
三
十
四
条
の
五
｣
を
削
る
｡

第
五
十
三
条
の
四
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

三

　

十

　

万

三

　

十

　

万

百

　

分

　

の

二

百

分

,

の

　

　

三

百

　

分

　

の

　

　

四

i

　

七

‥

　

　

　

･

●

　

.

t

　

･

･裁
イ
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七

　

十

　

万

　

円

を

遭

え

る

金

紋

百

　

分

　

の

　

　

五

百

　

　

万

　

　

円

を

適

え

る

金

額

首

　

分

　

の

　

　

六

第
九
十
九
条
第
l
項
中
I
r
警
条
の
学
校
｣
･
の
下
催
｢
'
同
法
第
八
十
二
条
竺
一
9
専
修
学
空
を
加
え

る
｡

附
則
第
六
集
中
｢
昭
和
五
十
六
年
度
｣
を
｢
昭
和
五
十
九
年
度
｣
に
改
め
る
O



+

●

附
則
第
七
粂
第
1
項
中
｢
第
三
十
四
条
の
三
か
ら
爵
三
十
凶
条
の
五
ま
で
｣
を
｢
第
三
十
四
条
の
三
及
び

壌
三
十
四
条
の
四
｣
に
､
同
条
第
二
項
中
｢
協
和
五
十
五
年
｣
を
｢
 
l
昭
和
五
十
八
年
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
五
集
中
｢
附
則
第
三
十
7
条
の
二
第
二
項
｣
の
下
に
｢
又
は
撃
表
｣
を
加
え
る
｡

附
則
第
十
六
条
の
二
第
完
中
｢
蔚
三
十
三
条
か
ら
望
十
四
条
の
五
言
｣
を
｢
竺
十
三
条
か
ら
第

三
十
g
l
条
の
四
ま
で
｣
に
､
｢
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
四
条
の
五
ま
で
｣
を
｢
第
三
十
西
条
か
ら
第
三
十

四
条
の
四
ま
で
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
中
｢
､
第
三
十
四
条
の
三
及
び
第
三
十
四
条
の
五
｣
を
｢
及
び
第
三
十
四
条

の
三
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
七
条
第
1
項
中
｢
昭
和
五
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年
簾
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税

に
限
わ
｣
を
｢
当
分
の
間
｣
に
改
め
､
｢
並
び
に
第
三
十
四
条
の
五
｣
を
削
り
､
｢
第
三
十
七
条
第
五
項
｣

を
｢
第
三
十
七
条
第
五
項
(
第
三
十
七
乗
の
五
第
二
項
に
お
S
J
V
準
用
す
る
場
合
を
含
む
.
)
｣
に
改
め
､

｢
(
昭
和
五
十
年
痩
分
及
び
相
和
五
十
1
年
度
分
に
つ
S
で
は
､
首
分
の
四
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

顔
)
｣
を
削
J
e
/
,
同
額
第
7
号
中
｢
二
千
万
円
｣
を
｢
四
千
万
円
｣
に
改
め
､
同
項
第
二
号
中
｢
二
千
万
円
｣

を
｢
八
千
万
円
｣
に
､
｢
八
十
万
円
｣
を
｢
百
六
十
万
円
｣
に
､
｢
課
頼
長
軸
譲
渡
所
得
金
額
の
四
分
の
三

に
相
当
す
る
金
額
｣
を
｢
四
千
万
円
に
諌
梢
長
期
譲
渡
所
得
金
額
の
う
ち
八
千
万
円
を
購
え
る
部
分
め
金
額

の
四
分
の
三
に
頼
当
す
る
金
額
々
加
算
し
た
金
額
｣
に
､
｢
当
軟
年
度
分
の
課
横
総
所
得
金
衛
と
千
五
百
万

j
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l

∴

円
｣
を
｢
二
千
万
円
と
当
核
年
鑑
分
の
課
税
一
総
所
得
金
讐
忙
改
め
､
同
号
を
1
可
頻
窮
三
号
と
し
､
同
号
の

前
に
次
の
　
1
号
を
加
え
る
｡

二
　
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
四
千
万
円
を
超
え
八
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
次
に
緒
げ
る
金
額
の

合
計
療

イ

　

百

六

十

万

円

口
　
課
税
長
期
譲
渡
所
樽
金
額
の
二
分
の
1
に
相
当
す
る
金
的
と
当
該
年
度
分
の
課
税
総
所
得
金
額
と

の
合
計
額
を
当
該
繰
税
総
所
碍
金
紋
と
み
凌
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
碍
割
の
1
観
か
ら
､
二
千
万
円

と
当
該
年
度
分
の
魂
税
総
所
祷
金
額
と
の
合
計
額
を
当
該
鉄
桶
総
所
樽
金
.
観
i
J
み
な
し
て
計
鼻
し
た

場
合
の
所
得
割
0
,
嶺
を
控
除
し
た
食
感

附
則
第
十
七
条
の
二
竺
適
中
｢
前
条
鏑
1
項
第
1
ノ
号
又
は
撃
毒
｣
を
｢
前
条
第
1
墳
各
号
｣
に
改
め
､

同
項
撃
二
号
イ
中
｢
二
千
万
円
以
下
で
｣
か
つ
､
当
該
課
税
長
期
譲
渡
所
祷
金
歯
の
う
ち
当
該
俊
良
住
宅
地

等
め
た
め
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
瓶
{
以
下
本
号
に
お
い
て
｢
準
定
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
穐
｣
と
い
う
｡

)
が
四
千
万
円
か
ら
当
鋲
一
撃
訣
税
長
期
譲
渡
所
祷
金
額
を
控
除
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
説
税

長
期
譲
渡
所
得
金
額
の
百
分
の
四
に
相
当
す
る
金
鹿
｣
を
｢
八
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
前
号
イ
又
は
｡

に
掲
げ
る
廃
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
,
q
J
れ
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額
｣
に
改
め
､
同
号
ロ
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
｡

ロ
　
当
該
諌
税
長
期
譲
渡
所
得
金
観
の
う
ち
1
般
紋
磯
長
期
讃
楓
所
腐
金
線
が
八
千
万
円
を
鵡
え
る
場
.



ら

合
　
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
観

5
:
　
百
六
十
万
円

周
　
四
千
万
r
l
,
Y
に
媒
撃
喪
期
譲
讐
桝
碍
金
額
の
う
ち
1
澱
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
以
外
の
部
外
の

金
額
の
二
分
の
一
に
種
当
す
る
金
雑
及
び
当
該
1
般
課
税
長
軸
譲
渡
所
得
金
額
の
う
ち
八
千
万
円

を
勉
え
る
浦
舟
の
令
椋
の
蛸
分
の
三
に
相
当
す
る
金
観
を
加
算
し
た
金
額
と
当
該
年
衛
分
の
諌
税

総
所
得
金
額
と
の
合
計
.
#
を
当
,
a
S
課
税
総
所
魂
金
森
と
み
夜
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
碍
割
の
額

か
ら
'
二
千
万
円
と
当
該
年
鑑
分
の
練
梯
総
所
碍
金
森
と
の
合
計
額
を
当
該
藤
棚
総
所
得
金
額
と

み
な
し
て
計
質
し
た
場
合
の
所
祷
割
の
額
を
控
除
し
た
金
額

附
則
窮
十
八
条
第
1
項
中
　
｢
昭
和
五
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税

に
限
り
｣
を
｢
当
分
の
聞
｣
に
改
め
､
｢
並
び
に
第
三
十
四
条
の
五
｣
を
削
る
や

別
表
箭
l
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
O

別
表
第
　
1
　
4
削
除

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
O

別
表
第
二
　
削
除

別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
.
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47 000･OOO円以上の納税鹿沸者の過戦所得杜繰頼他線艶の遭賓事

当恥魚恥2Jl始まに締当する金緬に1,㈱円漁礁の塊故があ

るときは,その端数の並鰍こ2凄･乗じて射推した金鞭を適職所得

稜線観捜除如機構芋粥の金飯から拙陵した後掛金我を速戦新

村放線軸捷除練の遊*･手当等の金額とみなすものとし､その他幾

&薄着の税蜘こ仰棟品の端数があると轟は/これ壷切り捨てた

軸をもってその求める練塀とす凱

lg
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1

附

　

則

(
.
施
行
期
日
)

窮
1
条
　
こ
の
条
例
は
､
昭
和
五
十
五
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
o
夜
潔
し
､
三
朝
町
税
条
例
第
九
十
九

条
の
改
正
規
定
は
昭
和
五
十
五
年
六
月
7
日
か
ら
､
薦
五
十
三
条
の
四
及
び
別
表
聖
二
の
改
正
規
定
は
相

和
五
十
六
年
一
月
二
日
か
ら
､
附
則
窮
十
七
条
か
ら
霧
十
八
条
ま
で
(
改
正
規
定
甲
窮
三
十
四
条
の
五
に

係
る
部
分
を
除
く
｡
)
　
の
改
正
規
定
は
昭
利
五
十
六
年
凶
月
1
日
か
ら
嫡
行
す
る
｡

(
町
民
税
に
的
す
る
経
過
精
潰
)

第
二
条
　
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
､
改
正
後
の
三
朝
町
税
条
例
(
以
下
｢
新
来
例
｣
と
い
う
｡
)

の
規
定
中
個
人
の
町
民
税
に
関
す
る
部
分
は
､
昭
和
五
十
五
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
か
ら
適
用
し
､
唱

和
五
十
四
年
度
分
･
p
l
で
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
S
て
は
､
夜
か
従
前
の
例
に
ょ
る
｡

r
q
　
新
条
例
窮
五
十
三
栄
の
四
及
び
別
表
聖
二
の
規
定
は
､
棺
和
五
十
六
年
1
月
1
貞
以
後
に
支
払
う
べ
き

退
職
手
当
等
(
新
条
例
第
五
十
三
条
の
二
に
瑚
定
す
る
退
職
手
当
等
を
い
う
0
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
｡
)
に
係
る
南
緯
割
に
つ
い
て
適
用
し
､
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
割
に
つ
S

で
は
､
な
お
従
前
の
例
に
ょ
る
O

j
　
新
条
例
附
則
第
十
七
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
､
昭
和
五
十
六
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
か
ら
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適
用
し
'
昭
和
五
十
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
は
､
を
か
従
前
の
例
に
ょ
る
0

(
電
気
税
及
び
ガ
ス
税
に
閑
す
る
鮭
過
掃
麿
)

儒
三
条
　
新
条
例
薄
九
十
九
条
の
溺
定
は
､
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
以
俊
に
使
用
す
る
電
気
又
は
ガ
ス
に

対
し
て
媒
す
べ
き
寓
気
疎
及
び
ガ
ス
梢
(
特
別
徴
収
に
係
る
電
気
税
及
び
ガ
ス
税
に
あ
つ
て
は
､
同
日
以

後
に
収
納
す
べ
き
料
金
に
係
る
も
の
)
に
つ
1
て
適
用
し
､
同
日
前
に
使
用
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
に
対
し

･
て
課
す
る
簡
素
梢
及
び
ガ
ス
税
(
特
別
撤
収
に
係
る
電
気
柁
及
び
ガ
ス
堀
に
あ
ら
て
は
,
同
日
前
に
収
納

し
た
､
又
は
収
納
す
べ
き
で
あ
っ
た
料
金
に
係
る
も
の
)
に
つ
い
て
は
､
夜
か
従
前
の
例
に
よ
る
｡
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